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新たな分野への挑戦新たな分野への挑戦!!!!
ニューリリースニューリリース

近年、上下水場設備や発電プラント等においては、建設コストの低減や省スペース
化のニーズからポンプ取水槽の小型、高流速化の傾向がある。この時、高流速化に伴
って主水槽内部に渦が発生しやすくなり、振動や騒音の原因となる可能性が高まる。
従来、こうした自由表面からベルマウス入口に至る空気吸込み渦や側壁、底面からベ
ルマウス入口に至る水中渦発生の確認および評価は主に取水槽の模型試験により行わ
れ、取水槽の標準形状や各種の渦防止装置が提案されている。

ポンプ吸込み水槽内流れ解析ポンプ吸込み水槽内流れ解析

一方で、最近の数値解析技術の進歩に伴い、
CFDを利用した渦発生予測法が、模型試験前
の予備的検討や、水槽形状や渦防止対策等の
パラメータスタディに利用されるようになっ
てきた。当社では、取水槽内の流れを解析し、
水中渦の発生予測を試みる。

魚まわりの流れ魚まわりの流れ

身近な自然に目を向けてみると、人工物の世界と自然との間にはなお歴然とした差を感

じざるを得ない。『魚のように海の中を思いのままに泳ぎたい』と憧れて船を作ったとい
う表現は、船の数千年の歴史を考えると若干感覚が異なることは否めない。しかし、素朴
な意味ではやはり魚は船の一つの理想像であったのであろう。鯉が池を泳ぐ悠然とした姿
や、イルカの想像を絶する高速並びに瞬発遊泳能力等を見ると、人工物の船をはるかに超
越する水棲動物の遊泳にただ驚嘆する他はない。これだけの科学技術が発達、進歩した時
代にあっても、自然に接し生物の運動を観察すれば、常に人工物とは異なる人智の及ばぬ
生物の動きに感動する。我々は常に自然に学び、生物を手本にしなければならない。その
ためにはもっと奥深い生物の動きを知らなければならない。
これらの特性を工学問題として捕ら
えて研究されている例は少ないが、こ
れらの生物運動の陰には、今後の流体
力学の発展のカギが無数に隠されてい
ると言っても過言ではないであろう。
当社では、このように未だ解明されて
いない生物の神秘について科学的に解
明し社会に応用していこうと考えてい
ます。


